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写

真

提

供

 

南

砺

市

民

病

院

デ

イ

ケ

ア

セ

ン

タ

ー

 

 

通

所

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

施

設

で

の

理

学

療

法

士

の

役

割

は

、

在

宅

で

の

生

活

支

援

を

目

標

に

し

て

お

り

、

現

在

の

身

体

機

能

の

維

持

を

第

一

の

目

的

と

し

、

歩

行

機

能

を

維

持

し

た

り

、

筋

力

の

低

下

を

予

防

し

た

り

し

ま

す

。

ま

た

、

退

院

後

の

継

続

し

た

機

能

改

善

を

目

的

に

す

る

場

合

も

あ 

り

ま

す

。

高

齢

者

の

パ

ワ

ー

リ

ハ

ビ

リ

や

、

介

護

予

防

の

訓

練

も

行

っ

て

い

ま

す

。

 

 

病

院

で

は

、

医

師

を

中

心

と

し

て

医

療

の

提

供

が

さ

れ

ま

す

が

、

通

所

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

施

設

で

は

、

ケ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

が

中

心

と

な

り

介

護

サ

ー

ビ

ス

が

提

供

さ

れ

ま

す

の

で

、

ケ

ア

マ

ネ

ー 

ジ

ャ

ー

が

立

案

し

た

ケ

ア

プ

ラ

ン

に

基

づ

き

、

理

学

療

法

士

も

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

一

員

と

し

て

チ

ー

ム

ア

プ

ロ

ー

チ

を

行

っ

て

 

い

ま

す

。

リ

ハ

ス

 

タ

ッ

フ

、

介

護

福

 

祉

士

、

看

護

師

等

 

が

一

丸

と

な

り

、

 

利

用

者

が

「

笑

顔

」

に

な

っ

て

も

ら

え

る

よ

う

な

通

所

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

を

目

指

し

て

今

日

も

頑

張

っ

て

い

ま

す
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研

究

に

携

わ

る

理

学

療

法

士

 

写

真

提

供

 

富

山

大

学

附

属

病

院

 

を

導

き

出

す

の

が

自

然

科

学

で

、

い

い

研

究

ほ

ど

誰

が

見

て

も

面

白

く

、

美

し

さ

を

感

じ

る

も

の

な

の

で

す

。

研

究

に

携

わ

る

理

学

療

法

士

は

、

「

サ

イ

エ

ン

ス

し

よ

う

よ

！

」

を

合

言

葉

に

、

患

者

様

に

起

き

て

い

る

複

雑

な

現

象

を

科

学

し

な

が

ら

、

一

日

も

早

い

社

会

復

帰

の

お

役

に

立

て

る

よ

う

日

々

努

力

し

て

い

ま

す

。

 

「

き

と

き

と

P
T

」

で

は

、

こ

れ

ま

で

理

学

療

法

士

の

仕

事

を

医

療

・

福

祉

・

行

政

・

教

育

の

分

野

か

ら

紹

介

さ

れ

て

き

ま

し

た

が

、

今

回

紹

介

す

る

「

研

究

に

携

わ

る

理

学

療

法

士

」

は

、

ま

だ

ま

だ

認

識

さ

れ

て

い

な

い

よ

う

に

感

じ

ま

す

。

き

っ

と

、

何

か

難

し

い

実

験

ば

か

り

や

っ

て

、

理

学

療

法

と

は

あ

ま

り

関

係

が

な

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

？

と

思

っ

て

い

る

方

も

多

い

は

ず

。

し

か

し

、

実

は

理

学

療

法

士

は

、

日

々

の

臨

床

の

中

で

「

研

究

」

を

実

践

し

て

い

る

の

で

す

。

一

人

一

人

の

患

者

様

の

病

気

や

障

害

を

理

解

し

、

全

体

像

を

捉

え

る

こ

と

で

、

問

題

点

を

明

確

に

す

る

。

分

か

ら

な

い

こ

と

が

あ

れ

ば

調

べ

、

質

の

高

い

情

報

を

収

集

し

、

そ

れ

を

治

療

に

適

応

す

る

。

さ

ら

に

、

そ

の

治

療

内

容

の

適

応

結

果

を

吟

味

す

る

こ

と

で

、

常

に

最

善

の

治

療

を

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

 

 

日

本

理

学

療

法

士

協

会

で

は

、

科

学

的

効

果

判

定

の

追

及

を

は

 

じ

め

、

理

学

療

法

の

科

学

性

の

確

立

に

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

し

か

し

な

が

ら

、

理

学

療

法

と

い

う

特

質

上

課

題

も

多

く

、

研

究

が

臨

床

に

十

分

に

は

活

か

さ

れ

て

い

な

い

現

状

が

あ

る

の

も

事

実

で

す

。

そ

の

一

方

で

、

理

学

療

法

に

対

す

る

国

民

の

期

待

は

ま

す

ま

す

大

き

く

な

っ

て

い

ま

す

。

だ

か

ら

こ

そ

、

「

理

学

療

法

に

は

効

果

が

あ

る

」

と

す

る

根

拠

（

エ

ビ

デ

ン

ス

）

が

必

要

な

わ

け

で

す

。

先

に

示

し

た

治

療

の

大

ま

か

な

流

れ

は

、E
B

P
T

（

E
v
i
d
 

e
n

c
e

 
B

a
s
e

d
 
P

h
y
s
i
c

a
l
 

T
h

e
r
a
p
y
 
;
 

根

拠

に

基

づ

い

た

理

学

療

法

）

の

実

践

で

あ

り

、

ま

さ

し

く

今

日

の

理

学

療

法

士

に

と

っ

て

非

常

に

重

要

な

治

療

体

系

な

の

で

す

。

 

「

研

究

」

の

目

的

を

突

き

詰

め

れ

ば

、

新

し

い

事

実

や

解

釈

を

発

見

し

、

そ

れ

を

証

明

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

そ

れ

ゆ

え

に

、

難

し

く

・

近

づ

き

に

く

い

印

象

を

も

た

れ

て

し

ま

う

の

も

当

然

と

い

え

 

ば

当

然

。

し

か

し

、

い

か

に

複

雑

な

現

象

で

あ

っ

て

も

、

そ

の

原

点

は

、

単

純

で

明

確

な

も

の

。

複

雑

な

現

象

か

ら

シ

ン

プ

ル

な

法

則 



 

 

  

  

 

   

 

 

装具とは、腰の痛い人に使うコルセット、骨折や捻挫をした人に使うサポーターなどをいいま

す。また、脳卒中などで手足が不自由になった人にその機能を補助する装具もあります。人によ

って手足の長さ、大きさは異なる為、それらの装具を作るにあたり、その部位の長さなどを採寸

してつくる場合と、石膏の付いたギプスで型を取りつくる場合があります。医師や理学療法士、

義肢装具士が検討して、その人に適した装具をつくります。 

 今回はいくつかの装具の紹介をさせていただきます。 

頚椎装具  ☚ 

交通事故後のむち打ちや、手術後の固定に使います。 

硬性コルセット  ☛ 

腰の手術後の固定や、転んだ時になる圧迫骨折の固定に使います。 

メッシュでできた柔らかいコルセットもあります。 

膝装具  ☟ 

色々な用途に使います。膝の靭帯損傷の人、変形性膝関節症の人。軟性でできた簡単なサポータ

ーや金属でできた硬性の膝装具もあります。 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短下肢装具 軟性 ☛ 

足首の捻挫や骨折後に使いしっかりと

足首を支えます。 

外反母趾用装具 ☛☛ 

母指の間にはさめるタイプから母指を

引っ張るタイプ、靴の中敷きをつくる事

もあります。 

長下肢装具 ☚ 短下肢装具 ☟ 

脳卒中などにより、膝に力が入らない人や足首が上がりにく

い人に使う装具です。金属でできたものや、プラスチックで

できたものもあり、素材や大きさはその人によって異な 

ります。既製の装具もありま

すが、最初から手づくりする

事が多い装具です。継手や素

材、形状など色々考慮しなが

ら、その人だけの装具をつく

っています。 

資料提供資料提供資料提供資料提供    株式会社株式会社株式会社株式会社    済世館済世館済世館済世館    
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富 山 県 理 学 療 法 士 会富 山 県 理 学 療 法 士 会富 山 県 理 学 療 法 士 会富 山 県 理 学 療 法 士 会    

社団法人社団法人社団法人社団法人     日本理学療法士協会日本理学療法士協会日本理学療法士協会日本理学療法士協会    

〒936-0023 富山県滑川市柳原 149-9 

富山医療福祉専門学校 理学療法学科内 

TEL・FAX．076-476-1716 

URL:http://toyamapt.umin.ne.jp/ 

事務局アドレス:toyamapt-office@umin.ac.jp 

私の愛車ナンバーは『ら２００１』、私

が訪問リハを始めた 1 年半後の２００１

年秋に購入した車ナンバーです。これまで

走った距離は 25 万キロ、地球を 6 周以

上です。大雪の今日も、文句ひとつ言わず

走ってくれます。私の大切なパートナーで

す。 


